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   Two cases of bladder cancer in patients  with spinal cord injury are reported. A 57-year-old 
paraplegic woman who had had an indwelling urethral catheter for 20 years visited our hospital with 
macroscopic hematuria. A bladder tumor was found endoscopically. A transurethral biopsy 
revealed a squamous cell carcinoma. She refused operation and received radiation therapy. The 
second case was in a 69-year-old paraplegic man on clean intermittent catheterization for 2 years 
presenting with a high grade fever. The diagnosis was a transitional cell carcinoma of the urinary 
bladder. Bilateral cutaneous ureterostomy was performed because of tumor invasion. He received 
radiation therapy but died of cancer 18 months after surgery. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 43: 359-362, 1997) 
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病理組織所見;粘 膜の一部が扁平上皮 に類似 した異
型細胞に置き換わ り,中心部角化傾向を示すネス トを
形成 し増殖 し,癌真珠も多数見うけられ,扁 平上皮癌
と診断 した(Fig.1).
経過;膀 胱全摘の適応と考えたが,本 人,家 族の希
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望に よ り施 行せず,50Gyの 放射線治療 を施行 後退 院






腰椎以下 の対麻痺 となった.1992年(66歳時)ま で 自
排尿 を行 っていたが,残 尿が 多いため,1日3回 の間
欠的自己導尿 を開始 した.ま た,同 じころ,左 珊瑚 状
結石 を認 めたため,経 皮的腎砕石術 を1回,体 外衝撃
波結石破砕術 を3回 施行 された.
現病歴;1994年8月(68歳時)39度の高熱 を認め,
精査 目的で入 院 となった.
現症;栄 養状態不 良.車 椅子歩行.
尿路管理;1日3回 の間欠的 自己導尿 によ り残尿の
減少お よび尿路感染 の予防 に努 めた.
血 液検査;Hb8.2g/dl,SCC21.Ong/ml
尿 沈渣;赤 血球 多数/HPF,白血球 多数/HPF
尿培養;緑 膿菌65×105/ml
画像;IVPで は両側 水腎症(高 度)を 認め る以 外
特記 す ることな く,CTに て膀胱内 を占拠す る腫瘍 に









目的に手術 を施行 した.腫 瘍のS状 結腸への浸潤が強
く,膀胱全摘を断念 し,尿管皮膚痕造設術 を施行する
にとどめた.腫 瘍 に対 しては50Gyの放射線療法 を
施行 した.以 後,入 退院を繰 り返 したが,1996年3月
癌死の転帰をとった.
考 察
脊損 患者 には報告者 によ り数値 に差が ある ものの,
膀胱腫 瘍の発生頻度 は0.27i)一一g.6s2)%と高率で ある.
Nyquist&Borsi)によれ ば,脊 損患 者 の尿路 悪性腫
瘍に よる死亡率 は一般人の53倍で,ま た木村 ら3)によ
れば,膀 胱 癌の発生頻度 は一般人の20倍と報告 してい
る.発 生原 因 として塩崎 ら4)は,留置 カテ ーテルや膀
胱結石に よる慢 性刺激 ならびに慢性尿路感染 症が,膀
胱粘膜の扁平上皮化生お よび悪性化 に多大 な影響 をお
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験例2例 とも血中SCCが20ng/ml以上 と高値 を示




クが高 く,今後血中SCC抗 原の定期的測定 も早期発
見の手がかりになると考える.
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